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ォート・プレイ。

【気軽に弾けるオー トマチック ・ ピアノ。】

難しい伴奏はマイコンまか せのオートマ チ ック・ ヒ
°
アノてす。左手て和音を押えるだけて

、
； ベー

スやコ ードを自動伴奏 。 そして、例えばド・ミ・ソ・ ミ・ド・ ミ・ソ・ ミと和音がつづく華麗な アルペジオ

（分散和音） 伴奏を、あなたに代って ピアノが奏 て
‘｀

ます。 あとは、右手て
｀
メロテ〗を…… 。 さら

に、オ ー ト ・リズムまて内蔵。リズ ムにのって、軽快な ヒ
゜
アノ・ プレイをお楽しみください。

【8種類のリズム ・ パターンが選べる。】
リズム・ パターンは、ロック、ボサノバ、テ'1 スコ 、マ ーチ、スイング、シャッフル、 スロー・ ロック、

ワルツの8種類。ボタンを押すだけて切替えることがてき、テンポや音址も調節て
｀
きます。オ

ー ト ・プレイの時、和音を押えると、リズムも同時にスタ ー ト！また、ベース・ パタ ーンとアルペジ

オ・パタ ーンは各リズムごとに4種類の バリエーション。 曲に応じた 自由なア レンジが楽しめます。

【ちょっと、 ハイ ・ テクニックなプレイまて�】

まず、ア ッ パー・ハーモニ ー機構。オ ー ト・プレイの時、指1本て弾く右手 のメロテ牙に、 左手

て押えた和音が重な ります。 つまり、指1本て和音演奏がてきるわけて..す。さらに、ホ ールド機

梢。左手を鍵盤からはな しても、自動伴奏がその まま の状態て
‘、

ホ ールド（持続）されます。

［どんな曲ても、 ハ長調の鍵盤て弾ける。】

キー・ トランスポーズ・ボタンを押し ながら、例えば、メロテ牙用鍵盤のソ(G)を押し ます。す ると

不思議。音諮の通りハ長調の鍵盤て
゜
弾けば、出てく る音は卜長調。これが、ヒ

°
アノプラ ス11自

悛のキ ー・ トランスポーズ機構。 あらゆるキー（調）の 曲が、 ハ長調の鍵盤て弾ける便利な装箇

て
‘

す。 それに、イージ一•プレイのためだけてなく、弾き語りなどの場合、自分の声の高さにあわせる

という使い方がてきますし 、 曲の 途中ての転調もラクラクなど、 いろ いろ 使い途がひろがります。

【音色はヒ゜アノとハープシコー 氏】

音色はビアノ3種類と、ハープシコ ード（チェンバロ）2種類。クラ シカルな音色や、 ブラ イト て
｀｀

ポッ プな音色 など、曲にあわせてボタンひとつて弾きわけることがてきます。 また、 それぞれの

音色をミックスすれば、ちょっと、ひと味違ったサウンドが飛び出すことてしょ う。

【スピーカ一 つき。気軽にグッド・サウンドを。】

スピーカ 一 つき。気軽にグッド・サウンドが楽しめます。音批の調節もて
‘｀

き、 ヘッドホンをつなげ

ば、そこは、あなたとピアノプラ スだけの ミュージ ック・ ワ ールド。さらに、 別売の接続コ ード (P

J-1)て；ステ レオ装貯や、他の 楽器用アンプ（ローランド・キーボード・アンプ等）につなげば、

より迫力ある ビアノ・ サウンドが押きます。

【サスティンて表情ゆたかな演奏が。】

サスティンとは、ピアノて
‘、

いうダ ンパー効果のこと 。鍵盤から手

も、音は余龍を残し ながら消えて ゆきま丸音が消えるまての

間）も 自由 に調節て
‘｀

きるほか、付屈の ペタ）レ• スイッ チ(DP

ンパー・ペダル の感党て；サスティン の入／切がてきます。

を離して

長さ（時

-2)を使えば、ダ




















